




























しながら、 「三皇齋儀」 相當すると推定される『三皇齋立成儀』（ 『無上祕要』ＨＹ一一三〇所收）を仔細に檢討してみると、その成立はかなり遡るようである。





















































































































『三皇齋立成儀』 （ 『無上祕要 卷四十九・十八ａ）
（三）
　
先ず、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部①によると、 「洞神三
皇之齋」では沐浴に「玄雲の水」を用いる。他方、 『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑬と（ｃ）の傍線部⑰にも「玄雲の水」とあり、『三皇齋立成儀』でも「洞神三皇之齋」と同じく「玄雲の水」を用いることが確認される。　「玄雲の水」は、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の注の傍線部⑥では「香湯」と、また『三皇齋立成儀』 （ａ）の傍線部⑫では「靈水」と呼ばれている。さらに『三皇齋立成儀』には「沐浴雲水」 （二ａ
）（７）
と







ということになる。この「作雲水之法」は、 『無上祕要』卷六十六に「洞神經」 （四ｂ）の名で引用される六朝期に存在した法である。したがって、 「作雲水之法」は『三皇齋立成儀』が參照した『寶齋上籙』に載せられていたと考えられる。（四）
　
次に、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部②によると、 「洞神三
皇之齋」では「皇上の香」なる香を用いる。他方、 『三皇齋立成儀』 （ａ）の傍線部⑩に「上元名 、太空に氤氳たり」といい、また『三皇齋立成儀』 （ｂ）の傍線部⑮に「上元香珠、遠く九天に徹す」というように、 『三皇齋立成儀』では「上元名香」あるいは「上元香珠」なる香を用いる。したがって、その名稱は「洞神三皇之齋」の「皇上の香」と一致しない。しかし『三皇齋立成儀』の「上元香珠」は、 「洞神三皇之齋」 （Ａ）の傍線部④の「上元香丸」に名稱が類似している。 「上元香丸」とは「上元香丸を服す」とあるように、仙藥の名稱のようである。この問題については、次に示す『神仙上錄經』の「合上元香珠法」から考えてみたい。

































































於幡上〉 」 （一ａ）を參照すると、 「三皇內文」を指すことが分
かる。したがって「洞神三皇之齋」の「皇文」 『三皇齋立成儀』の「雲篆皇文」と同じく「三 內文 ある。なお「洞神三 之齋」が說く「三皇內文」を用いて神祇 招請す というのは、 『三皇齋立成儀』における醮祭を指すのであろう。　
以上、 『三皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」を對照し檢討してみ
ると、兩者の閒に共通する點が多いこ から、 『 齋立成儀』は






























部を各々合わせたものである。すなわち、天皇である「太元三玄空天甲子元建天皇眞一君」は、 『三皇經』の「甲子元建」と玄空 」に「天皇眞一君」を合わせたものである。地 ・人皇もほぼ同樣である。 『三皇經』では前者（天皇なら「甲子元建」 ）を三皇各々の治世の時代、後者（天皇なら「太元三玄空天」 ）を三皇各々が統治する天の稱呼としているが、 『三皇齋立成儀』では、後者を「天皇
太元三玄
眞氣」 （八ｂ）といい、三皇各々の氣として捉えて









































（ⅱ）に基づくことは、 『三皇齋立成儀』の（Ⅱ）に見える「天老」から推測できる。 「天老」とは、 『洞神監乾經』の（ⅱ）の「天老曰く」とある「天老」である。 『無上祕要』卷五・七ａ
− 八ａにも同じ




































「祭」の區別はなかったようだが、座を設けて諸神を招き、酒や脯（乾し肉）を用いて饗應するという、後の道敎の醮祭に通じる祭りが見える。東晉末には『太上靈寶五符序』 （ＨＹ三八八。以下『五符序』と略稱す）卷下「醮祝之儀」 、次いで『太上洞玄靈寶赤書玉訣妙經』 （ＨＹ三五二。以下『玉訣妙經』と略稱す）卷下「元始靈寶五帝醮祭招眞玉訣」が作成された。兩經には符や
を用いて諸神

































































以上、 『三皇齋立成儀』には『三皇經』 ・ 『洞神監乾經』 ・ 『寶齋上







三皇弟子」 （三ｂ） ・ 「太上
洞神
三皇








































































先に觸れた「西城要訣」の「十三禁 に 食事に關する條項が見えないので、 「第九の禁」は『三皇齋立成儀』を編纂す 際に新たに考案されたようである。すなわち、この「第九 禁」は『三皇齋立成儀』の編纂者が食肉を禁じ 立場の者であったこ を示唆している。　
ここで注意されるのが、食肉の禁止と醮祭との關係である。すな


















































其斯之謂乎」 （七ａ）といい、 「十三禁」を『老子』の言に擬えていることからも、 『三皇齋立成儀』が道德經を尊重する天師道 撰述であ が推察される。このこ を踏まえれば、上啓に於いて天師道の神格が混入していることも首肯できよう。（三）
　
ここで、 『三皇齋立成儀』の醮祭について、天師道の立場か


























之齋」との對照を行い、 『 皇齋立成儀』と「洞神三皇之齋」が同一の齋法儀禮であることを確認した。次いで、その思想內容を考察して、以下のこ が明らかになった。すなわち『三皇齋立成儀』は劉宋の元嘉十年頃から元嘉三十年頃までの閒に成立した齋法儀禮であり、そ 作者は三洞說を唱えた天師道である。天師道は洞神經の一つとして『三皇齋立成儀』 作成したのである したがって『皇齋立成儀』は、東晉期から劉宋初期の閒に葛氏道が作成した三皇經典に基づきつつ 作者である天師道の思想を付加して作成されものである。　
本稿の考察によって、冒頭で述べた「大有籙圖經目」に載る「三
















































































  『雲笈七籤』 （ＨＹ一〇二六）卷六「三洞并序」 （十一ｂ
− 十二ａ）によ


































































第一章「 九天生神章經』 」 （創文社 九〇 一月） 、同氏「劉宋・南齊期の天師道の敎理と儀禮」 （注（４）前掲書『道敎 齋法儀禮の思想史的硏究』所收） 、王承文氏注（５）前掲書第三章第 節を參照。 『 皇經』の成立については、小林氏は『洞淵神呪經』との關連から東晉末頃、王氏は東晉後半、と推測する。
　　　
また同箇所には三皇に次いで八帝が世を統治することが言及されており
（六ａ） 、洞神經十四卷の八帝經（本稿注（１）參照）の基礎となる八帝の治世というアイディアが、東晉末か劉宋初期にすでに存在していたことが分かる。また八帝について「所受靈書妙術 佐聖輔治」 （六ａ） 述べられていて、八帝經の萌芽が看取できる。
（
11） 
三皇座、各一案。 〈天皇在子。地皇在申。人皇在寅〉 （ 『無上祕要』卷四
十九・一ａ）
　　　
この配當は、 『神仙上錄經』 「醮儀」 （五ａ） ・ 『陶公傳授儀』 （擬） （Ｐ二
五五九） 「授受三皇法」 ・ 『無上祕要』卷三十八「授洞神三皇儀品」 ・ 『太上洞神行道授度儀』 （ＨＹ一二七四） 「洞神三皇醮祭儀」にも見える。
（
12）  「監乾」の名は、つとに『抱朴子』遐覽篇に「監乾符」と見え、 『陶公傳授儀』 「授受三皇法」にも「厶甲昔從先師厶、奉受天皇・地皇・人皇三部內文、天文大字、靑胎・
監乾
衆符、合十卷」と見える。 『陶公傳授儀』で



















































10）前掲書第二篇第四章「 「大道家令戒」 」 、前田繁樹『初
期道敎經典の形成』第一編第三章「 「老君說一百八十戒序 の成立について」 （汲古書院、二〇〇四年五月）を參照。
（
27）  『太上老君經律』一ｂ。想爾戒については、楠山春樹『老子傳說の硏究』前篇第六章「老子想爾注考」 創文社、一九七九年二月）を參照。
（
28） 
戒律のほか、 『陸先生道門科略』二ａ
− ｂには三會日における酒肉の飮
食の禁止が說かれ、また『玄都律文』十五ａには當時往々として三會日に犧牲を殺して厨會に供えていたことに對する批判が見える。
（
29） 
葛氏道が作成した元始系靈寶經の諸戒には食肉の禁止は見られないよう
だが、血食祭祀は經文でも禁ぜられている。靈寶經の血食祭祀の批判については、王承文氏注（５）前掲書第三章第三節「東晉南朝之際道敎對民閒
巫道的批判」を參照。
（
30） 
ここで前述した『神仙上錄經』の「醮儀」における乾し肉に對する消極
的な態度が思い返されるが、これは儀禮に肉を用いない天師道の思想と通じるものである。したがって、 「醮儀」は天師道の手によって改編されたものと推測される。また本稿の考察から、 『神仙上錄經』の「醮儀」以外の箇所は『三皇齋立成儀』が參照した『寶齋上籙』の內容を傳えるものとみてよさそうである。
（
31） 
小林氏注（４）前掲論文「靈寶齋法の成立と展開」を參照。
